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【県教育委員会担当課】 

■ 光化学オキシダント、微小粒子状物資（PM２．５）発生時、松くい虫防除空中散布に関する報告 

  教育庁保健体育課健康づくり推進室 Tel：0852-22-5425,6145 Fax：0852-22-6767 

■ 熱中症の集団発生に関する報告 

  教育庁教育指導課子ども安全支援室    Tel：0852-22-6064,6065 Fax：0852-22-6026 

 

 
【参考資料】 
熱中症について 

１ 未然防止のポイント 

  学校管理下における熱中症事故については、ほとんどが体育・スポーツ活動によるもので、２５～３０℃の気温でも湿度 

が高い場合に発生しているが、適切な措置を講ずれば、十分防ぐことが可能である。 

（１）温湿度計の設置について 

 温度２５℃以上、湿度６０％以上の環境下では熱中症が発生しやすいため、各校に温湿度計（温度と湿度が測定できる

もの）を設置し、教職員が確認した上で体育・部活動等を実施するなど適切な処置を講ずる。 

（２）予防法の周知徹底 

    児童生徒の健康観察を通して健康状態を把握しておくとともに、適度な水分補給や体調管理等についての指導を徹底す 

る。 

２ 事故発生時以降の対応 

   下図を参照して適切な処置をするとともに、集団発生の場合には、危機管理事象発生時の連絡経路に基づき、速やかに報 

告をする。 

 

                 出典：「熱中症～ご存じですか？予防・対処法～（リーフレット）環境省」 

※熱中症対策に関して、判断の目安となるような記述に改正予定である。 
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